
2023年（令和5年）
No.546

11 今月の主な内容
●こどもを虐待から守ろう　Ｐ２
●中川村は子育て家庭を全力で応援します　Ｐ３
●美しい村だより　Ｐ４
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こ
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

『
あ
な
た
し
か 

気
づ
い
て
な
い
か
も

 

そ
の
サ
イ
ン
』

　

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
「
秋
の
こ
ど

も
、
ま
ん
な
か
月
間
」
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
11
月
を
『
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
期
間
と
し
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の

喚
起
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
児
童
相
談
所
へ
の
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
こ
ど
も
の
い
の
ち

が
失
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
も
起
き

○
児
童
虐
待
と
は

［
身
体
的
虐
待
］

　

蹴
る
、
殴
る
、
熱
湯
を
か
け
る
な

ど
傷
を
負
わ
せ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
家
の
外
に
閉
め
出
す
。
赤
ち
ゃ

ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど
。

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

�

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
と
は

　

赤
ち
ゃ
ん
は
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
と
、
首
の
筋
肉
が
未
発
達
な
た
め

に
脳
が
衝
撃
を
受
け
や
す
く
、
脳
の

損
傷
に
よ
る
重
大
な
障
が
い
を
負
う

こ
と
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
を
落

と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）］

　

子
ど
も
の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮

を
怠
る
。
乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外

出
す
る
。
適
切
な
衣
食
住
を
与
え
ず

放
置
す
る
。車
内
に
放
置
す
る
な
ど
。

［
心
理
的
虐
待
］

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
無
視
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
の
家
族
に
対
し
て
の

暴
力
・
暴
言
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
。

［
性
的
虐
待
］

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る
な
ど
。

○
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の

�

　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て
！

［
子
ど
も
の
サ
イ
ン
］

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る
。

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
が
あ

る
。

・
衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て

い
る
。

・
表
情
が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い
。

［
保
護
者
の
サ
イ
ン
］

・
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立

し
て
い
る
。

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま

ま
外
出
し
て
い
る
。

・
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

的
、
無
関
心
で
あ
る
。

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然

な
説
明
を
す
る
。

　

相
談
者
の
身
元
は
決
し
て
明
か
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
調
査
を
し
た
結

果
、
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場
合
に
相

談
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

相
談
や
情
報
提
供
は
子
ど
も
と
保

護
者
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。
将
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も

た
ち
を
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

「
１
８
９
」（
全
国
共
通
）

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
と
き
な
ど

に
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通
告
・

相
談
が
で
き
る
全
国
共
通
の
電
話
番

号
で
す
。

　
「
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル
『
１
８
９
』」
に
か
け
る
と
お
近

く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

中
川
村
の
管
轄
は
飯
田
児
童
相
談

所
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
児
童
相
談
所

TEL 

０
２
６
５
―
25
―
８
３
０
０

通話料無料
児童相談所

虐待対応ダイヤル

※一部のIP電話からはつながりません。

いち はや く

友だち追加は
こちらから

「親子のための相談LINE」は、子育てや親子関係について悩んだときに、
こども（18歳未満）とその保護者の方などが相談できる窓口です。

ひとりで悩まずに、お気軽にご相談ください。
なや

おやこ そうだん こそだ おやこかんけい なや

さい みまん ほごしゃ かた そうだん まどぐち

きがる そうだん

匿名（LINE上のアイコンと
ニックネーム）でも相談が

できます。

とくめい
そうだんないよう ひみつ

まも
そうだん

じょう

相談内容の秘密は
守られます。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
と
は

　

子
ど
も
虐
待
防
止

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
」
を
広
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
の
虐
待
を
な
く

す
こ
と
を
呼
び
か
け
る
市
民
運
動

で
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
し
て
子
ど
も
の

虐
待
の
現
状
を
伝
え
、
多
く
の
方

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
虐
待

の
な
い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
こ
ど
も
や
保
護
者
は
い
ま
せ

ん
か
？

　
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
保
健
福
祉
課
ま

た
は
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
飯

田
児
童
相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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中
川
村
は
子
育
て
家
庭
を

�

全
力
で
応
援
し
ま
す

　

産
前
産
後
の
心
身
の
不
調
な
ど
を

抱
え
る
お
母
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

◇
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

妊
娠
中
や
産
後
で
家
事
が
困
難
な

家
庭
へ
、
食
事
作
り
や
掃
除
、
買
い

物
、
保
育
園
送
迎
な
ど
家
事
全
般
の

支
援
を
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

母
子
手
帳
発
行
か
ら
お
子
さ
ん
が

２
歳
に
な
る
ま
で
の
母
親

▼
利
用
上
限

　

１
日
２
時
間
、
合
計
20
時
間
／
年

▼
自
己
負
担
額

　

３
０
０
円
／
１
時
間

◇
産
前
産
後
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

妊
娠
中
や
産
後
で
食
事
作
り
が
困

難
な
場
合
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
お
弁
当
を
自
宅
へ
届
け
ま
す
。

▼
対
象
者

　

母
子
手
帳
発
行
か
ら
お
子
さ
ん
が

２
歳
に
な
る
ま
で
の
母
親

▼
補
助
上
限

　

48
枚
／
年

�

　
（
２
４
，０
０
０
円
分
／
年
）

◇
産
前
産
後
移
動
支
援
事
業

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
妊
娠
中
か
ら

産
後
１
年
間
ま
で
の
母
子
に
配
布
し

ま
す
。

▼
補
助
上
限

　

２
枚
／
月

　
�

（
１
枚
に
つ
き
初
乗
り
料
金
）

※
申
請
月
か
ら
年
度
末
ま
で
。
新
年

度
は
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

◇
産
後
ケ
ア
事
業

　

出
産
し
た
病
院
や
助
産
院
を
退
院

後
、
心
身
の
不
調
が
あ
る
場
合
や
産

後
支
援
が
希
薄
な
場
合
な
ど
、
赤

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
入
院
し
て
ケ
ア
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

１
歳
に
な
る
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

い
る
母
親

▼
補
助
額

・
宿
泊
型　

８
割

�

（
上
限
２
８
，０
０
０
円
）

・
デ
イ
ケ
ア
型　

７
割

�

（
上
限
１
２
，６
０
０
円
）

◇
母
乳
相
談
等
助
成
券

　

産
後
の
母
乳
ト
ラ
ブ
ル
や
心
身
の

不
調
の
相
談
な
ど
、
長
野
県
内
の
助

産
院
な
ど
を
利
用
で
き
る
補
助
券
を

配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

２
歳
に
な
る
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

い
る
母
親

▼
補
助
額

　

10
枚
（
１
枚
２
，０
０
０
円
）

　

産
前
産
後
の
支
援
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�

内
線
26

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

�

セ
ン
タ
ー
事
業

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
と
育
児
の
援
助
を
行
い
た

い
方
（
協
力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

会
員
同
士
が
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

利
用
会
員
は
村
内
在
住
で
小
学
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

や
、
出
産
で
里
帰
り
中
の
方
で
す
。

　

協
力
会
員
は
援
助
活
動
に
熱
意
を

持
つ
、
心
身
と
も
に
健
康
な
満
20
歳

以
上
の
方
で
す
。（
研
修
あ
り
）

▼
利
用
料
金
（
１
時
間
あ
た
り
）

・
平
日　

７
０
０
円

　
（
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分
）

・
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
右
記
以

外
の
時
間　

８
０
０
円

・
補
助
額　

４
０
０
円

・
４
歳
以
下
同
時
利
用　

６
０
０
円

　

登
録
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
チ
ャ
オ
２
階　

バ
ン
ビ
ー

ニ
内
）

TEL 

88
―
３
２
０
１

◇
一
時
保
育
事
業

　

家
庭
で
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と

な
っ
た
未
就
学
児
を
預
か
り
保
育
士

や
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
育
を
行
い

ま
す
。

・
補
助
額　

４
０
０
円
／
１
時
間

　

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�

内
線
26

◇
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

病
気
療
養
中
ま
た
は
回
復
途
中
の

小
学
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、

家
庭
で
の
療
養
が
困
難
な
場
合
に
、

専
門
の
保
育
施
設
で
保
育
を
行
い
ま

す
。

▼
実
施
施
設

・
す
ず
ら
ん
病
児
保
育
室
（
駒
ヶ
根

市
）

・
お
ひ
さ
ま
ハ
ウ
ス
（
飯
島
町
）

▼
利
用
料
金

　

１
日
１
，０
０
０
円

　

�

（
保
育
園
入
所
園
児
は
無
料
）

※
別
途
食
費
徴
収
。

　

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�

内
線
26

産
前
産
後
の
お
母
さ
ん
と

�

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の

�

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　

保
護
者
の
急
病
、
外
出
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
に
困
っ
た
こ
と
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
子
ど
も
を
預
か
る

子
育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

　

村
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童
が

利
用
で
き
ま
す
。

　

実
施
施
設
は
、た
か
ず
や
の
里（
伊

那
市
）、慈
恵
園（
豊
丘
村
）、風
越
寮
・

風
越
乳
児
院
（
飯
田
市
）
で
す
。

▼
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業

�

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
）

▼
夜
間
養
護
等

�

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
）

　

利
用
に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
利
用
、
料
金
な
ど
保
健
福
祉
課

社
会
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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日
本
で
最
も
美
し
い
村

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
活
動
報
告

日
本
で
最
も
美
し
い

�

村
ま
つ
り

�
in�T
O
KY
O
�T
O
RC
H

　

中
川
村
が
加
盟
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
は

連
合
設
立
日
で
あ
る
10
月
４
日
を

「
美
し
い
村
の
日
」
と
制
定
し
、
そ

の
当
日
前
後
に
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

デ
ー
」
と
い
う
名
で
「
美
し
い
村
運

動
」
の
原
点
で
あ
る
村
を
き
れ
い
に

す
る
活
動
や
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
10
月
７
日（
土
）に
国
重
要

文
化
財
「
坂
戸
橋
」
の
景
観
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
村
内
小
中
学
校
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、10
月
中
を「
美

し
い
村
月
間
」
と
称
し
、
村
内
小
中

学
生
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾
い
登
校

を
実
施
し
ま
し
た
。

草刈り作業の様子

志
数
名
に
よ
る
通
学
路
の
清
掃
活
動

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
美
化
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
景
観
育
成
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

沖町地区美化活動

　

そ
の
ほ
か
に

も
、
村
内
の
連

合
準
会
員
と
有

西小学校 中学校

東小学校

　

連
合
主
催
の「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
ま
つ
り�in�T

O
K
Y
O
�T
O
RCH

」

が
10
月
29
日（
日
）に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
、
村
で
は
マ
ル
シ
ェ
の
出
展
と

中
川
人
形
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
伝

統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
中
川
村
を
含
め
18
の
町

村
地
域
が
マ
ル
シ
ェ
に
出
展
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
し

て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
験
ブ
ー
ス
で
は
人
形
保

存
会
の
み
な
さ
ん
が
三
人
遣
い
の
人

形
の
扱
い
方
を
説
明
す
る
な
ど
、
来

場
し
た
多
く
の
方
に
人
形
浄
瑠
璃
に

触
れ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

りんごやぶどうなど季節の果物を販売（右）
中川人形保存会のみなさんが「三番叟」を披露（左）

人形操作体験の様子
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障害者のための
国際シンボルマーク
　障がい者が利用でき
る建物や施設であるこ
とを表します。

ヘルプマーク
　外見からではわから
ない援助や配慮が必要
な方を知らせるマーク
です。

身体障害者標識
　肢体不自由のため免
許に条件を付されてい
る方が運転する車に表
示します。

聴覚障害者標識
　聴覚障がい者のため
免許に条件を付されて
いる方が運転する車に
表示します。

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

　
「
障
害
者
週
間
」
は
障
害
者
福
祉

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
に
尊
重

し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
を
目
指

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
共
生
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
で
は
障

が
い
の
あ
る
人
に
「
合
理
的
配
慮
」

を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
障
が

い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
共

に
生
き
る
社
会
（
共
生
社
会
）
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
で
は

�

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
？

▼
不
当
な
差
別
的
取
扱
の
禁
止

　

国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど
の

役
所
や
会
社
、
お
店
な
ど
が
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
し
て
正
当
な
理
由
な

く
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
拒
否
や
時
間
・
場
所
を
制

限
す
る
な
ど
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

〈
不
当
な
差
別
的
取
扱
の
具
体
例
〉

・
受
付
対
応
の
拒
否

・
本
人
を
無
視
し
て
介
助
者
や
支
援

者
だ
け
に
話
し
か
け
る

・
学
校
の
受
験
や
入
学
を
拒
否
す
る

・
保
護
者
や
介
助
者
が
一
緒
で
な
い

と
お
店
に
入
れ
な
い　

な
ど

▼
合
理
的
配
慮
の
提
供

　

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の

対
応
が
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思

が
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

〈
合
理
的
配
慮
の
具
体
例
〉

・
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
座
席
に

す
る

・
意
思
を
伝
え
合
う
た
め
、
絵
や
写

真
カ
ー
ド
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を

使
う

・
段
差
が
あ
る
場
合
に
ス
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
補
助
す
る
な
ど

知
っ
て
い
ま
す
か
？

障
が
い
の
あ
る
方
の
支
援
に
関
す
る

マ
ー
ク

　

街
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の

あ
る
方
を
支
援
す
る
マ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。

　

マ
ー
ク
を
見
か
け
た
際
は
障
が
い

者
の
方
が
行
動
し
や
す
い
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
回
紹
介
す
る
マ
ー
ク
は
一
部
で

す
。
そ
の
ほ
か
の
マ
ー
ク
に
つ
い

て
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

内閣府
障害者に

関するマーク
の一例

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

�

「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
？

　
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・
認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
で

決
め
る
こ
と
に
不
安
や
心
配
の
あ
る
人
が
望
む
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る

制
度
で
す
。

▼
意
思
決
定
を
行
う
と
い
う
こ
と

　

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定
（
食
事
を
す

る
、
学
校
に
通
う
、
仕
事
を
す
る
、

お
金
を
管
理
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
）
を
繰
り
返
し
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

　

自
分
で
意
思
決
定
を
し
て
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
は
、「
基

本
的
人
権
」
と
し
て
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

人
が
こ
の
権
利
を
行
使
で
き
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　

障
が
い
が
あ
る
こ
と
で
、「
本
人

の
意
思
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
ほ
か
の

人
が
決
め
る
の
は
仕
方
が
な
い
」

と
、
意
思
決
定
す
る
機
会
自
体
を
取

り
上
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
成
年
後
見
制
度
と
は

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
・
精

神
障
が
い
・
知
的
障
が
い
な
ど
の
障

が
い
が
あ
る
こ
と
で
、財
産
管
理（
不

動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
管
理
、
遺
産

分
割
協
議
な
ど
の
相
続
手
続
な
ど
）

や
身
上
監
護
な
ど
の
法
律
行
為
（
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
や

施
設
入
所
・
入
院
の
契
約
締
結
、
履

行
状
況
の
確
認
な
ど
）
に
つ
い
て
一

人
で
決
め
る
こ
と
に
不
安
や
心
配
の

あ
る
人
の
意
思
決
定
を
支
援
し
な
が

ら
、
本
人
が
自
身
に
と
っ
て
不
利
益

な
契
約
な
ど
を
し
た
時
に
保
護
す
る

制
度
で
す
。

▼
成
年
後
見
人
な
ど
に
し
て
も
ら
え

る
こ
と

　

障
が
い
に
よ
る
判
断
能
力
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
主
に
次
の
よ
う

な
こ
と
を
支
援
し
て
も
ら
え
ま
す
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
の
手
続
き

支
援
、
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
改
善
の
申
入
れ

・
お
金
の
出
し
入
れ
の
支
援
や
、
お

金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
の
相
談

支
援

　

一
方
で
、
実
際
に
介
護
を
し
て
も

ら
う
こ
と
や
、
医
療
行
為
（
手
術
な

ど
）
を
行
う
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

制
度
の
利
用
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
６
１
７
７
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不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の

�

助
成
を
し
て
い
ま
す

保健センター　TEL88-3002

人工甘味料の
上手な使い方

　近年、「カロリーゼロ」や「カロリーオフ」のお菓子や飲み物も多く販売されています。
それらに使われている＂人工甘味料〟とは、どのようなものなのでしょうか。

　人工甘味料とは　
　人工甘味料は科学的に合成させた甘味料のことで、「糖アルコール」と「合成甘味料」に大別されます。
●糖アルコール…キシリトール、ソルビトール、エリスリトールなど
　果物や野菜、発酵食品など自然由来のものから酵素処理などによって甘味成分を人工的に抽出したもの。
●合成甘味料…アスパルテーム、アセスルファムK、スクラロース、サッカリン、ネオテーム、アドバンテームなど
　　化学的な合成で物質の化学構造を変化させたもの。

　人工甘味料のメリット、デメリット　

　人工甘味料との上手な付き合い方　
　人工甘味料を長期的に使うことの安全性は未だ明確になっていないことも多く、減量や生活習慣病予防のため
に漠然と人工甘味料を使い続けることはおすすめできません。
　一方で、甘みを補う手段として砂糖の代わりに人工甘味料を使用することには利点もあります。
　食事の際、甘味に偏らず幅広い味覚を楽しみながら、甘みがほしくなったときには、砂糖や人工甘味料の利点
や欠点を考えた上で、上手に活用していきましょう。

メリット デメリット
・砂糖の200倍以上の甘みがあり少量で充分な甘み
が出るためカロリーが抑えられる。
・血糖値に影響しにくいため、糖尿病や肥満の方が
どうしても甘いものが食べたいときに。

・糖アルコールは消化管で吸収されにくいため、一
度に大量摂取すると便が緩くなる。
・長期的に多量に摂取した場合、発がん性がある可
能性が示されている。

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
行
っ
て
い

る
方
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
の
方

　

申
請
日
時
点
で
中
川
村
に
住
所
を

有
す
る
方
。

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
助
成
金
額

　

保
険
適
応
分
、
高
額
療
養
費
を
除

い
た
自
己
負
担
分
の
２
分
の
１
（
上

限
20
万
円
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
回
数
制
限

　

回
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
治
療
中
、治
療
後
で
も
可
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
領
収
書

・
限
度
額
認
定
証
（
高
額
療
養
費
を

利
用
し
た
場
合
）

・
県
か
ら
の
決
定
通
知
書
（
県
の
助

成
を
利
用
し
た
場
合
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

ま
た
、
県
で
も
次
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

妊
活
検
診
（
不
妊
検
査
）

�

費
用
助
成
事
業

　

妊
娠
を
希
望
す
る
夫
婦
に
対
し
、

早
期
治
療
を
支
援
す
る
た
め
、
該
当

夫
婦
が
と
も
に
受
け
た
不
妊
に
関
す

る
検
査
費
用
の
一
部
に
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
年
齢
制
限
あ
り
）

▼
内
容

　

一
組
に
つ
き
一
回
対
象
で
す
。
検

査
の
合
算
費
用
に
つ
き
、
２
万
５
千

円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
６

不
妊
治
療
（
先
進
医
療
）

�

費
用
助
成
事
業

　

保
険
適
用
さ
れ
た
不
妊
治
療
と
併

用
す
る
先
進
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
内
容

　

助
成
金
上
限
５
万
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
６
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ス
マ
ホ
を
も
っ
と
便
利
に
気
軽
に
！　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
「
ス
マ
ホ
っ
て
何
だ
か
使
い
方
が

難
し
そ
う
」「
電
話
以
外
に
も
何
に

使
え
る
の
？
」
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い

る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
お
悩

み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ス
マ
ホ
を
も
っ
と
便
利
に
活
用
で

き
る
よ
う
、講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

基
本
操
作
か
ら
カ
メ
ラ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
の
ほ
か
、
幅

広
い
年
代
で
普
及
し
て
い
る
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」
の
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
も

学
べ
る
講
習
会
で
す
。
一
緒
に
便
利

な
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
は
じ
め
て
み
ま

し
ょ
う
！

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

▼
各
コ
ー
ス
の
日
程

※
コ
ー
ス
①
②
は
終
了
、
③
④
は
受

付
終
了
し
ま
し
た
。

③
11
月
15
日（
水
）・
29
日（
水
）

④
11
月
16
日（
木
）・
30
日（
木
）

⑤
12
月
６
日（
水
）・
20
日（
水
）

⑥
12
月
７
日（
木
）・
21
日（
木
）

▼
時
間　

午
後
１
時
～
４
時
20
分

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
８
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

�

小
ホ
ー
ル

▼
持
ち
物

　

お
使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
実
機
を
貸
出

し
ま
す
。（
各
コ
ー
ス
４
台
限
定
）

▼
講
座
内
容

　

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
今
月
の
広
報
折
込

チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
電
源
の
入
れ
方
・
ボ
タ
ン
操
作

・
電
話
の
か
け
方
、
カ
メ
ラ
の
使
い

方
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法

・
地
図
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
の
使
い
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
方
法

・
健
康
保
険
証
利
用
登
録

・
救
急
受
信
ア
プ
リ
の
使
い
方

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
使
い
方

�

な
ど

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各
コ
ー
ス
共
通

コ
ー
ス
別

総
務
課
広
報
情
報
係

内
線
12
・
13

「スマートフォン
講習会」開催

（記事ID：9011）

　

中
川
卓
球
ク
ラ
ブ
所
属
の
武
井
み

な
み
さ
ん
（
南
原
）
が
、
８
月
に
開

催
さ
れ
た
第
36
回
全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
長
野
県
予
選
会
で
２
位

の
成
績
を
収
め
、
全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
こ
と
を
受
け
、
10
月
30
日

（
月
）に
激
励
金
交
付
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

11
月
３
日（
金
）か
ら
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会
で
は
、
惜
し
く
も
予
選
２

位
と
い
う
結
果
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
の
活
躍
に
も
期
待
が
掛
か
り
ま

す
。

　

地
区
予
選
を
経
て
全
国
大
会
な

ど
へ
出
場
す
る
際
に
は
教
育
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
TEL 

88
―

１
０
０
５
）

中央：武井選手
　右：中川村スポーツ団体
　　　連絡協議会  田中会長
　左：片桐教育長

武
井
み
な
み
選
手

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
で

�
全
国
大
会
へ
！

税
に
つ
い
て
の

「
書
道
」
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
の
み
な
さ
ん
に
、
税
の
意
義
や
役

割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
小
・
中
学
校
で
「
租
税
教
育
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
高
学

年
を
対
象
と
し
た
「
税
に
つ
い
て
の

書
道
作
品
」
を
募
集
し
、
今
年
度
は

１
２
６
作
品
と
多
く
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
つ
い

て
は
、
11
月
３
日（
金
・
祝
）か
ら
９
日

（
木
）ま
で
チ
ャ
オ
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
へ
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
入
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

「
税
に
つ
い
て
の
書
道
」

　

上
伊
那
租
税
教
育

�

推
進
連
絡
協
議
会
長
賞

　

富
永　

琴こ
と

巴は　

さ
ん（
東
小
４
年
）

　

中
山　

聖そ

な菜　

さ
ん（
西
小
６
年
）
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地域おこし協力隊活動記 vol.111 …それぞれの活動から…

【
酒
と
ア
ル
プ
ス
２
０
２
３
】
を
終
え
て
。

　

二
年
目
と
な
っ
た
酒
と
ア
ル
プ
ス
。
と
に
か

く
絶
景
を
嗜た

し
なむ

時
間
を
よ
り
多
く
の
人
に
体
験

し
て
ほ
し
い
と
企
画
し
、
今
年
は
二
日
間
に
渡

り
開
催
し
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
出
店
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

お
い
し
い
料
理
、
お
酒
、
音
楽
、
空
間
演
出
、

ま
た
多
く
の
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
普
段
と
は

異
な
る
絶
景
の
中
の
空
間
体
験
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
い
い
時
間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

帰
っ
て
か
ら
思
い
返
し
て
ニ
ヤ
ッ
と
で
き
る
瞬

間
を
作
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
滞
在
を
目
指
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
来
年
も
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

写
真
：
自
然
と
の
接
点
を
探
る
「
足
湯
編
」

　

周
囲
の
方
か
ら
野
菜
や
玄
米
、
果
物
な
ど
た

く
さ
ん
お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
月
は
長
野
県
で
お
な
じ
み
の
カ
ラ
マ
ツ
の

木
材
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
強
度
が
高
く
、

信
州
産
の
建
築
用
材
と
し
て
今
後
さ
ら
な
る
利

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
成
熟
材
（
若
い
頃
に
で
き
た
部
分
）
は
ね

じ
れ
が
強
い
と
い
う
難
点
も
、
ほ
か
の
樹
種
の

木
材
と
張
り
合
わ
せ
て
合
板
に
す
る
こ
と
で
解

決
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

小
径
木
は
土
木
用
材
の
杭
な
ど
に
、
ま
た
東

信
で
は
そ
の
樹
皮
を
ブ
ド
ウ
畑
の
マ
ル
チ
に
用

い
た
り
す
る
そ
う
で
、
大
き
さ
や
部
分
に
よ
ら

ず
活
か
せ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

カ
ラ
マ
ツ
も
そ
ろ
そ
ろ
黄
葉
の
時
期
で
す

が
、
今
年
は
そ
の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
木
材
の

魅
力
に
つ
い
て
も
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
な
秋
と

な
り
そ
う
で
す
。

写
真
：
測
量
実
習
中
に
見
つ
け
た
き
の
こ
で
す
。

ナ
メ
コ
で
し
ょ
う
か
。

秋
山
　
祐
毅

宇
津
木
　
佑
夏

田熊清太朗
（隊員歴３年目）

 主な業務 　
農業観光の振興

　

こ
ん
に
ち
は
！
田
熊
で
す
。

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
渡
場
の
イ
チ
ョ

ウ
並
木
も
色
づ
き
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
今
月
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
金
山
駅

で
中
川
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
物
産
展
を
し
て

お
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す

る
関
東
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
９
町
村
が
集
結
。

　

い
つ
も
は
東
京
神
田
で
の
物
産
展
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
の
で
、
各
町
村
の
魅
力
あ
る
数
々
の

物
産
品
と
並
び
販
売
す
る
の
は
、
と
て
も
新
鮮

で
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
中
川
村

の
Ｐ
Ｒ
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
中
川
村
と
の

関
係
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

一
つ
の
村
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
多
く

の
町
村
が
集
ま
れ
ば
で
き
る
こ
と
は
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
す
る
町
村
・
担
当
者
の
横
の
つ
な
が
り

は
貴
重
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

田
熊
　
清
太
朗

秋山 祐毅
（隊員歴３年目）

 主な業務 　
陣馬形山キャンプ
場の運営

宇津木佑夏
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
林業振興と里山を
生かした地域振興
など

金山駅物産展の様子
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村
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
一
部
変
更
し
ま
す

総
務
課
広
報
情
報
係

内
線
12

　
「
中
川
村
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
」
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
メ

ニ
ュ
ー
の
一
部
変
更
を
行
い
ま
す
。

▼
変
更
日

　

令
和
５
年
12
月
１
日（
金
）

▼
変
更
点

⑴
メ
ニ
ュ
ー
に
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
な
か

が
わ
」
と
「
公
共
施
設
予
約
」
ボ

タ
ン
を
追
加
し
ま
す
。

⑵
各
種
お
知
ら
せ
受
信
設
定
に
「
子

育
て
情
報
」
と
「
農
業
情
報
」
を

追
加
し
ま
す
。

▼
運
用
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て

　

メ
ニ
ュ
ー
の
変
更
に
伴
い
、「
運

用
ポ
リ
シ
ー
の
同
意
」
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
運
用
ポ
リ
シ
ー
に
同
意
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

村LINE公式
アカウントを
一部変更
します

（記事ID：9130）

学
生
応
援
給
付
金
の
申
請
を

�

受
け
付
け
ま
す

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

　

原
油
価
格
お
よ
び
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
川
村
出
身
の
学

生
を
支
援
す
る
た
め
、
学
生
応
援
給

付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
給
付
対
象
者

　

令
和
５
年
４
月
１
日
お
よ
び
申
請

日
時
点
で
保
護
者
が
中
川
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
生

※
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
に
在
籍
す
る
方

▼
給
付
額

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
申
請
期
限

　

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）

▼
申
請
方
法

　

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
給

付
対
象
者
本
人
が
電
子
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

学生応援
給付金

（記事ID：3111）

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

�

人
権
週
間
で
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　
「「
誰
か
」
の
こ
と　

じ
ゃ
な
い

～
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
よ
う
～
」
を
啓
発
活
動

テ
ー
マ
と
し
、
第
75
回
人
権
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
国
民
の
自
由
と
権
利
は
、

自
分
勝
手
な
都
合
や
権
利
の
主
張
で

他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
の
力
で
人
権
を
守
り

育
て
、
お
互
い
の
幸
せ
を
求
め
る
た

め
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
週
間
中
、
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権
に

関
す
る
問
題
で
心
配
ご
と
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
相
談
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
７
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

▼
人
権
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�

長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局

TEL 

78
―
３
４
６
２

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の

納
付
額
確
認
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　

令
和
５
年
中
（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）
に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
の
紛
失
な
ど
で
、
１
年
間

の
納
付
額
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

役
場
担
当
で
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
場

合
、
折
り
返
し
ご
連
絡
し
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

住
民
税
務
課
税
務
係

�

内
線
42

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て

　

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

�

内
線
27

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�

内
線
28

令
和
５
年
分

決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
41

　

税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
方

を
対
象
に
、
決
算
書（
収
支
内
訳
書
）

の
作
成
方
法
や
作
成
に
当
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
電
子
申
告（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

・
農
業
所
得
関
係

　

12
月
５
日（
火
）

　

午
前
・
青
色
／
午
後
・
白
色

・
営
業
所
得
ま
た
は
、
不
動
産
所
得

関
係

　

12
月
11
日（
月
）、
12
月
14
日（
木
）

　

午
前
・
青
色
／
午
後
・
白
色

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

記
帳
指
導
担
当

TEL 

72
―
２
１
７
３
（
直
通
）
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

真
島　

玲り

く空
く
ん　
　
（
三　

共
）

�

（
元
洋
・
文
香
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

福
島　

朋
依
さ
ん　
　
（
沖　

町
）

　
　
　
　
　
　
（
56
歳
）

　

南
澤　

正
人
さ
ん　
　
（
柏　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
91
歳
）

　

小
原　

實
さ
ん　
　
　
（
柏　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

林
道
黒
牛
折
草
峠
線

�

冬
期
通
行
止
め

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

【
長
野
県
版
】

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
27

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
家
計

が
悪
化
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
金
額

　

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
３
万
円

▼
対
象
者

　

次
の
⑴
・
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
対
象
児
童
を
養
育
す
る
方

⑴
令
和
５
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

で
、
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税
を

均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
方

（
11
月
上
旬
に
案
内
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。）

⑵
令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

収
入
が
減
少
し
、
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
を
均
等
割
の
み
課
税
さ

れ
て
い
る
方
と
同
水
準
に
な
っ
た
方

▼
対
象
児
童

　

令
和
５
年
度
中
に
18
歳
に
到
達
す

る
ま
で
の
児
童
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
対
象
児
童
は
20
歳
ま
で
）

※
国
が
実
施
し
て
い
る
「
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

（
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
）」

の
対
象
と
な
っ
た
児
童
は
、
本
給

付
金
の
対
象
外
で
す
。

▼
申
込
締
切

　

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）

　

美
里
地
区
～
陣
馬
形
山
～
折
草
峠

間
の
林
道
黒
牛
折
草
峠
線
は
、
12
月

４
日（
月
）か
ら
冬
季
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。
通
行
止
め
解
除
の
時
期
は
、

令
和
６
年
４
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
村
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
四
徳
の
県
道
西
伊
那
線
は

桑
原
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
駒
ヶ
根
市
中

沢
ま
で
の
間
が
冬
季
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

林道黒牛
折草峠線の

冬期通行止め
（記事ID：7654321）

伊
那
税
務
署
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

伊
那
税
務
署
総
務
課

TEL 

72
―
２
１
７
１

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

�

鳥
獣
被
害
対
策

産
業
振
興
課
農
政
係

内
線
34

　

上
伊
那
地
域
に
お
け
る
野
生
鳥
獣

の
被
害
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご

尽
力
や
関
係
機
関
の
連
携
で
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

▼
３
つ
の
対
策
で
被
害
減
少

　

次
の
３
つ
の
対
策
を
根
気
よ
く
続

け
る
こ
と
で
被
害
の
減
少
へ
と
結
び

つ
き
ま
す
。

⑴
農
作
物
を
守
る
防
護
ネ
ッ
ト
や
電

気
柵
を
用
い
て
の
防
除

⑵
廃
果
や
残
飯
な
ど
の
誘
引
物
除
去

や
緩
衝
帯
を
設
け
る
被
害
地
の
管

理
⑶
狩
猟
免
許
を
所
持
し
、
村
長
か
ら

有
害
鳥
獣
捕
獲
員
と
し
て
要
請
を

受
け
た
者
に
よ
る
加
害
鳥
獣
の
捕

獲

　

同
時
に
、
草
刈
り
を
お
こ
な
っ
て

野
生
鳥
獣
が
隠
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
、
廃
果
や
残
飯
は
し
っ
か
り
処

分
す
る
、
稲
刈
り
後
の
落
ち
穂
は
放

置
し
な
い
な
ど
、
獣
が
出
没
し
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
、
地

域
ぐ
る
み
で
日
常
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続

一
掃
強
化
期
間
」
で
す

長
野
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
課

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
７
１
１
８

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
業
務
ま
た

は
通
勤
に
起
因
す
る
負
傷
、
疾
病
を

被
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
補
償
を
行

う
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
労
災
保

険
）
と
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
保
険
制
度

で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
の
事
業
を
除

き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
事
業
主
は
、
長
野
県
産
業

労
働
部
労
働
雇
用
課
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
TEL 

73
―
８
６
０
９
）へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

労働保険
未手続一掃
強化期間

▼
勤
務
期
間

　

令
和
６
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で

▼
勤
務
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
の
間
で
３
時
間
か
ら
６
時
間

▼
勤
務
場
所

　

伊
那
税
務
署
ま
た
は
確
定
申
告
会

場
（
い
な
っ
せ
）

▼
勤
務
内
容

　

書
類
整
理
、
デ
ー
タ
入
力
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
補
助
な
ど

▼
給
与

　

時
給
９
５
０
円

交
通
費
相
当
額
支
給
（
上
限
あ
り
）

▼
募
集
人
数

　

25
人
程
度

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
相
談
・
検
査

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
７

　

県
内
の
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
相

談
・
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

（
予
約
制
）

▼
場
所

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所　

診
察
室

▼
費
用

　

無
料
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10月６日（金）　歯科衛生士さんのお話し　
　10組22人と大勢の方が参加してくれました。『お口の機能を育
てる遊び』をテーマに紙コップとストローで口を使って吹くおも
ちゃを作りました。

vol.145

今月は片桐保育園
「ゆり２組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

vol.146

元気いっぱい遊べるよ！

ゆり２組（年少）
男の子６人　女の子６人　計12人

雑巾がけもできるよ！

お知らせ （バンビーニの１２月の予定）
・就業相談　予約制
　日時：12月１日（金）　午前10時〜午後４時
　＊お子さん連れで相談できます。
・公園であそぼう！〈チャオ裏�遊具のある公園〉　予約制
　日時：12月４日（月）　午前10時30分〜11時30分
　＊雨天・荒天の場合は５日（火）に延期します。
・おしゃべり会『赤ちゃんとパパも集まれ！』　予約制
　日時：12月10日（日）　午前10時45分〜11時45分
・作業療法士さんに聞いてみよう
　日時：12月16日（土）　午前11時〜午後１時
・お楽しみ会『英語であそぼ！クリスマス☆』
　日時：12月24日（日）　午前10時45分〜
※急遽変更になる場合がありますので、「バンビーニ
Googleカレンダー」または「中川村LINE公式アカウント」
もご確認ください。

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201



むらのできごと

10/10（火）　知事との県民対話集会

　中川村と姉妹町村提携を結ぶ北海道中川町の中学
２年生８人が２泊３日で中川村を訪れました。
　中学生同士の交流では、両校の２年生が郷土料理
の五平餅を協力して作り、その後、給食を一緒に食
べ交流を深めました。中川町では、学校給食がなく
それぞれお弁当を持参しているとのことで、村の学
校給食を体験してもらう良い機会になりました。
　そのほか、果樹農家での農業体験やはちみつの試
食など、村の魅力を堪能しました。

　｢対話と共創｣ の県政の推進に向けて阿部守一知事が県内
すべての市町村を訪問し、市町村長や住民とテーマに沿っ
て語り合う ｢知事との県民対話集会｣ が文化センター小ホー
ルで開催され、約40人が参加しました。
　｢持続可能な村づくり｣ をテーマに、地域資源を活かした
産業の取組など村の活性化について対話が行われ、知事は
村民から出された要望や提言につい
て、課題解決のために県としても応
援していきたいと語られました。

10/３（火）～５（木）
北海道中川町から中学生が来村

10/14（土）
森を守り育て、美しい里山をつくる
　秋晴れの空のもと、陣馬形山の南アルプス展望台広場に
て第14回中川村育樹祭が行われました。
　約40人の参加者が、平成25年に植えたミズナラの枝打ち
や周辺の除伐を行いました。
　作業後には豚汁が振る舞われ、参加者
のみなさんは昼食をとりながら親睦を深
めました。
　美しい山林となるよう、今後も定期的
に手入れを行っていきます。

10/15（日）
誰もが安心して暮らすことのできる村に
　第28回中川ふれあい福祉広場がサンアリーナで開催さ
れ、保育園児からご高齢の方まで500人以上の来場者が
世代を超えたふれあい交流を楽しみました。
　今年のふれあい福祉広場には20以上のブースが並び、
ステージ発表では手話による歌の発表や、小学生のみな
さんによるダンスなど、会場は大いに盛り上がりました。
　多くのイベントを通じ、住民がお互いに支え合い誰も
が安心して暮らすことのできる村づくりについて考える
よい機会となりました。

中川町の中学２年生（前列）

作業の様子



10/21（土）　村の産業を盛り上げる

　東小学校で音楽会が開催され、この日に向け
て日頃から練習してきた成果を合唱や合奏で披
露し、どの学年も全員の気持ちが１つになっ
た、すばらしい歌声や音色が会場に響きわたり
ました。
　元気いっぱいの歌声や迫力満点の演奏には、
発表が終わるたびに保護者や地域の方々など多
くの観客から暖かな拍手が送られました。

　中川ショッピングセンターチャオおよびＪＡ中川
資材店を会場に「なかがわ産業祭」が開催されました。
　令和３年度から「商工祭」と「ＪＡ祭」の共同開
催へと変わり、今回で３回目の開催となりました。
　毎年恒例の商工会青年部による北海道物産の販売
をはじめ、五平餅や洋菓子やパンなど村内の素敵な
お店が集まった出店コーナー、高所作業車体験や猿
回しなどが行われ、多くの方で賑わいました。

10/20（金）
元気いっぱいの音楽会

10/22（日）
村の農産物など販売�天白祭り

11/８（水）
紅葉に色づく村内を駆ける
　この日、中学校で強歩大会が開催され、男
子は最長で渡場交差点までの12㎞、女子は最
長で石神の松までの８㎞を走りました。
　当日は朝まで降っていた雨もあがり、さわ
やかな秋晴れのもと、紅葉
に色づく村内を地域の方の
応援を受けながら駆け抜け
ました。

全員　ふるさと

　中川村と「ふれあい協定」を結ぶ名古屋市天
白区で「天白区区民まつり」が４年ぶりに天白
公園で行われました。
　中川村のブースには、りんご、ぶどう、大根、
トマト、長ねぎなどの特産品が並び、販売開始
１時間前から長蛇の列ができ、野菜も果物も完
売となりました。
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⑪

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【11月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,659人（－1）	 2,231人（－1）	 2,428人（±0）	 	1,704世帯（＋4）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

文化の華、咲き誇る

　11月３日（金）から５日（日）まで
の３日間、第48回村の文化祭が中
川文化センター周辺施設で開催さ
れました。
　展示の部には、各団体や個人の
力作が勢ぞろい。来場者は時間を
かけてゆっくりと味わい、作品を
深く見学していました。
　ステージの部は、４年ぶりに制
限のない開催となり、大ホールを
舞台に多くの発表団体と来場者が
素敵な空間を作り出しました。
　軽食販売や体験コーナーなども
充実し、文化の秋にふさわしい３
日間となりました。

へ未来 なかがわ vol.64

●富 永 優
ゆう

 花
か

 さん（南原）
伊那北高等学校２年（17歳）

― 高校生活はどうですか。
　部活に勉強に探究にと毎日忙しいですが、部活でも教
室でも素敵な仲間に助けられながら充実した楽しい毎日
を送っています。

― 今頑張っていることは何ですか。
　今年度からの学際コースでの学習と部活動です。
　学際コースでは海外の高校と交流したり、色々な人
のお話が聞けたり、とても楽しいです。12月３日には、
コースの仲間たちと文化センターで防災脱出ゲームを
行います！詳細は広報10月号の折り込みチラシにて！
老いも若きも奮ってご参加ください！！
　部活動では、弓道部で的中が伸ばせるような射型を
目指して日々弓を引いています。難しく大変なことも
多いですが的に当てられるように頑張っています。

― 10年後どうなっていたいですか？
　将来のことはまだ全く決まっていませんが、自分の好
きなことややりたいことに興味の赴くまま取り組めるす
てきな27歳でいたいです。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　すてきな景色がたくさんあるところです。四季の移
ろいが日々感じられるところが好きです。思わず写真
に残したくなるような美しい風景がたくさんあると思
います。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　いつ帰ってきた時でも、大好きな景色や人の温かさや
繋がりがいつまでもあり続ける場所であって欲しいです。

県大会箕輪町で防災脱出ゲームを開催（中央）

コースでの学習で台湾の
高校生と交流（手前左）



12 月 ●行政相談� 総務課�内線21
　〔日時〕12月� 6日（水）� 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談� 社会福祉協議会��TEL88−3552
　〔日時〕12月� 6日（水）� 午前９時～11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談� 中川村結婚相談所�TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日� � 午前９時～午後５時
　　　　12月� 5日（火）� 午後６時～８時
� 19日（火）� 午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談� 地域包括支援センター���TEL88−6177
　〔日時〕平　日� � 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●ケアラーズカフェ（要予約）
� 地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔場所〕Cafe�Oak�（カフェ�オーク）
●心の相談（要予約）� 保健センター��TEL88−3002
　〔日時〕12月�14日（木）� 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談� 教育委員会　��TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談� 保健センター��TEL88−3002
　〔日時〕平　日� � 午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター

相談あれこれ

12月の保健衛生ごよみ

12月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）12月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

・12月10日（日）　午前10時～正午　住民係　内線43・44
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取
りができます。ぜひご利用ください。

12月マイナンバーカード時間外申請受付・交付日

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。

3日（日）高山内科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-6690

10日（日）前澤外科内科クリニック 駒ヶ根市 TEL83-2151

17日（日）まえやま内科胃腸科クリニック 駒ヶ根市 TEL82-8614

24日（日）秋 城 医 院 駒ヶ根市 TEL83-2805

30日（土）飯島中央クリニック 飯 島 町 TEL98-8563

31日（日）かしの実クリニック 駒ヶ根市 TEL98-0590
※最新の情報は村ホームページをご覧ください。

●４・10か月児健診
　〔日時〕12月14日（木）　午後１時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕12月26日（火）　午前９時30分～
●１歳６か月児育児健診
　〔日時〕12月21日（木）　午後１時～
●視力・尿検査（３歳児）
　〔日時〕12月27日（水）　午前９時30分～
以上、会場はすべて保健センターです。

�保健センター　TEL88-3002

6日～ 13日～ 20日～ 27日～ 中川村のできごと

税・料金の納期限

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

12月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

1 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

2 土

3 日

4 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

5 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

6 水 容器包装（紫）【全村】

7 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

8 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

9 土

10 日

11 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

12 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

13 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

14 木 可燃ごみ（赤）

15 金 可燃ごみ（赤）

16 土

17 日

18 月 可燃ごみ（赤）

19 火 可燃ごみ（赤）

20 水 容器包装（紫）【全村】

21 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

22 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

23 土 資源回収

24 日

25 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

26 火 可燃ごみ（赤）

27 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

28 木 可燃ごみ（赤）

29 金 可燃ごみ（赤）

30 土

31 日

後期高齢者医療保険料 第 ６ 期

12月27日（水）

国 保 税
第 ７ 期

介 護 保 険 料

保 育 料

12　月��分
村 営 住 宅 料

水 道 料

下 水 道 料


